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会長の時事会長の時事会長の時事会長の時事 コ ラ ム VOL.15

「笑顔で  未来に夢を実現する京都宅建」
～ 変化を力に！～

京都宅建は全宅連の変革に大きく寄与していきます！
　令和元年京都宅建及び保証協会の定時総会が５月３０日（木）、KBSホールにおいて開催され
ました。
　当日は、京都市長 門川大作様、京都府知事代理建設交通部技監 壷内賢一様を始めとするご
来賓の皆様のご臨席を賜り、出席者・委任状提出者併せて1,783名の皆様にご出席いただいて、
すべての議事がスムーズに進行することが出来ました。その中で、ある会員の方より、これま
で協会の発展に尽くしてこられた６５歳以上のベテラン会員を対象とした取組みに期待する、
との激励のご要望がありました。今、まさに業務サポート委員会が「グランエイジクラブ（略称
GAC）」として準備を進めていますので、お応えして参ります。
　翌５月３１日（金）には全宅連の理事会が開催されました。その折に時間をいただき、鴨川法
律事務所より発刊された「宅建業者のための民法改正と不動産取引」の冊子をご紹介したとこ
ろ、各宅建協会より色々お問い合わせをいただいたり、大量注文を承ったりで、民法改正に対
する関心の高さを実感しています。当協会においても、民法改正に関する研修が各支部研修会で
順次開催されていますので、同冊子を持参の上ぜひ受講されるようお願いいたします。
　少し遡りますが、５月２０日（月）に開催された全宅連常務理事会において、京都宅建より

「業務支援システム等構築プロジェクトチーム（仮称）の発足について」の要望書を提出し、説明
させていただきました。内容としては全宅連の今後のあり方について、１０万会員、４０万従
業者の生業支援を具体的かつ早急に対応すること、全宅連の主導により４７都道府県協会が協
働して一体の組織としての合理的・効率的な取り組みを実施すること、についてであります。
この要望に対して、全宅連坂本会長はその日のうちに正副会長会議を招集し、プロジェクトチ
ームの発足を決定されました。
　６月１７日（月）全宅連委員長会議終了後、第１回目の業務改善・会員支援プロジェクトチー
ムが開催され、私は副座長の指名を受けました。会議冒頭、京都宅建で取りまとめたプロジェ
クトチームの考え方についての説明をしたうえで、今後の具体的な進め方についての議論をい
たしました。その結果、早速に書式システムの見直しとして、媒介契約書、重説、契約書のマ
イページ機能（自社情報等の自動反映）とワンストップ入力システムを今期中に完成させ、出来
るだけ早く会員に利用していただける環境を整備することが決まりました。会員・従業者が待
ち望んでいた実務に有効なシステムが利用できることは、ハトマークグループとして大変メリ
ットのあることです。それに連動して、新たな物件情報サイトの構築を検討すること、ハトマ
ークグループの広報戦略づくり、ホームページの改定等が決定されました。
　今回、今までの全宅連では考えられないダイナミックでスピード感のある取組みが進んだこ
とは、京都宅建がきっかけをつくり、それに素早く反応された坂本会長の感性によるところが
大きいものと思っています。皆様には今後の全宅連の動きに期待をしていただきたい、そして
この件に対して皆様のご意見をいただきたい、何よりもご理解とご支援を頂きたいと心よりお
願いいたします。
　今期も理事役員一同と共に、京都宅建の発展と全宅連の変革に寄与することを目標に掲げて
取り組んで参ります。会員皆様のご指導・ご鞭撻をお願いいたします。




